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  北半球中緯度地帯の森林は陸域の巨⼤な炭素貯蔵
庫であり，北⽅森林⽣態系の炭素循環は将来的な⼤気
CO2濃度変動に⼤きな影響を与える。根は森林のバイ
オマスの１０〜５０％を占めるといわれており，森林
の炭素循環の解明には地上部だけでなく地下部のバイ
オマスに関する情報が不可⽋である。しかし，森林の
根の調査は極めて困難なことから，研究蓄積は地上部
と⽐べて限られている。１９９７年に北海道苫⼩牧国
有林において⻯巻によって⼤量の根返り倒⽊が発⽣
し，我々はこれらを利⽤して地下部のバイオマスを調
査する機会を得た。
  調査地の苫⼩牧国有林内のアカエゾマツを主とし
てトドマツが点在する造林地（ＰＡ）とカラマツ造林
地（Ｌ）において，樹種ごとに地上部バイオマス（Ａ
ＧＢ）と地下部バイオマス（ＢＧＢ）を測定し，胸⾼
直径との間の相対成⻑関係を調べた（表１）。

  調査地における根の形態の特徴は全ての樹種にお
いて下⽅向への発達がほとんどなく，表層⼟壌に沿う
ように⽔平⽅向に根が発達していた点である。これは
⼟壌が⾵化の進んでいない軽⽯を多く含む粗粒な⽕⼭
放出物由来の未熟⼟壌で，貧栄養で⽔分保持⼒が乏し
いことが原因の⼀つと考えられる。
  全ての樹種において胸⾼直径とＡＧＢ，ＢＧＢと
の間に強い相関が⾒られた（ｒ2 > 0.95）。得られた
樹種ごとの相対成⻑式を⽤いて林分の地下部バイオマ
スを推定すると，ＰＡが３４．４Mg/ha，Ｌは１３．
１Mg/haとなった。ＰＡは林分密度がＬよりも⾼く，
個体サイズではアカエゾマツはカラマツに⽐べて⼩さ
かった。全バイオマスにおけるＢＧＢの占める割合は
ＰＡとＬにおいて，それぞれ１８．２％，２０．０％
であり，個体サイズが⼤きいカラマツの⽅がバイオマ
スを地下部に配分する割合が若⼲⾼かった。
  調査地の⼟壌炭素貯留量は北海道内では少ない⽅
である。根に貯留されている炭素は，⼟壌炭素貯留量
２．６３kg/m3の３８〜６５％に相当し，⼟壌におけ
る炭素貯留量が少ない地域での樹⽊の根系に固定され
ている炭素量は⾮常に重要であるといえる。

 
 

表１． 試験地の林分概況とバイオマス測定の結果
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